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〔論文〕

情報システムの展開

福多裕志

｜Ｉ次

１．はじめに

2．企染システムと情報システム

3．情報システムの峻開

ｌ）Ｅｌ)I)ＳからＭＩＳへ：195()ｲ'２代から

1970年代

２）ＭＩＳからＤＳＳへ：］97()年代から1980

イ12代

３）ＤＳＳからＥＳ，ＥＩＳ，ＳＩＳへ：’９８０

イI{代から塊ｲピ

４．むすびにかえて

12ｓ（lixp('rtRystems)，ＳＩＳ（SIlYlLegiclll(br-

mati(),〕SysI0ms）等々多数のfi称がこれまで企

業のコンピュータに基づくＩ１Ｉｊ報システ:ﾑを表現す

るために使11|されてきた。それらは各々が関連性

を灯しないまったく独立したシステムというわけ

ではなく，技術進歩を契機にⅡ1システムの内容を

－１門充尖させた新しいシステムが継続的に実現さ

れてきたと`号えるほうが妥､１１であろう。従来こう

したシステムによって処理された刈象は，主とし

て定lll:|Ｍ１｣i'''１をｲjするものであった。コンピュー

タの=i蔦機能が減算にあることを港えれば自然の成

り行きであったといえよう。しかし'１'|=今のＡｌ技

術の発達が．定性的属性を有する対象や過去に経

験したことのない複雑な構造をもつ意思決定問題

をもil;11,11111,1度まで解決可能にしている。

そこでﾉ|醐のＨ的は，まずシステムの概念を明

確にしたうえで，コンピュータにﾉﾊﾞづく`lili報シス

テムが絲桝の場にどのような綿維で組み込まれ，

そして利|Ⅱされてきたのかを情報システムの構造

とともに説lﾘIすることである。

１．はじめに

現代の企災において，データ，ｌ１１ｉ､IiM，miiMiの１t

は増加の一途をたどっている。膨人なlItに達する

それらの処｣W1をＰ作龍に頼るとすれば，それは効

率およびコストｌｉＩｉでかなりの無駄を発/ｋさせるこ

とになるだろう。必然的に組織ではＩＩ１ｉ報処理のた

めのコンピュータ化が推進されることになる。

道具としてのコンピュータが創造されて以来

`'0～50年ほどの'''1に，組織とくに企兆の総営ｻﾞｻﾞ理

や情報処Hl1の|ﾉl祥が人きぐ変貌してきたことはI１

知のとおりである。コンピュータはB』膜において

小型化し，能ﾉ｣において大規,摸化し，いまや個人

商店においてのパソコン利用もjl1然のこととして

受け入れられるほど広範に普及している。

コンピュータ技術の急速な発峻にともなって，

企業におけるｌ１ｌｊ報処理システムもまた｣２足の進

歩を遂げている。ＥＤＰＳ（I1locLr()】}i(、Ｉ)aLa

ProcossiI1gSysL(】ｍｓ)，ＡＩＳ（ＡＣ(Hounlillglllf(〕r-

mationSystel】1s)、ＭＩＳ（ManagomollLInfor-

mationSvsLoms)，ＤＳＳ(Decisi()ｎＳｕｌ〕por［Svs-

tems)，ＥＩＳ（ExccuLiveInformalionSysLGms)， 

2．企業システムと情報システム

米11:Ｉ会【汁ﾘﾒ:会より1966年に刊行されたＡＳＯＢ

ＡＴでは，会｢汁が次のように定蕊された。「会計

は本質的には１つの情報システムである。もっと

112砿にいえば，会計は情報の一般理論を効果的な

総済活動にBLIする問題に通川したものである。会

I汁はまた，’１t的に表現された意思決定のための情

報を提供する一般|ｉｆ報システムのうちでの人部分

をIliめている。このような情》１１のもとでは，会計

は活動:Ｍ〈の一般情報システムの一部分であると

ともに．IIliiliM概念と境を接しているｊＩﾋﾞ/|x的領域の

一部分でもある。|い）
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ここにおいて，会I汁は全･体を統括する総合１，１諌Ｍ

システムの構成婆紫とみなされ，定llt的ｌｌＩｊ報に限

定されてはいるが，lllj報理論や'1,1i報システムの領

域と密接あるいは不可分の関係を行することが明

示的に,八された。

」１１'j報とは，素データや諸観察があるl-l的に!!《ら

し合わされて有意味な脈絡のI|'で利川されるもの

である。すなわち特定の人物やグループの具体的

なニーズに応えられる評I1Iiされた－部のデータが

情報となる。企業会計を例にとれば，企業の受託

責任を1ﾘ1確化するという目的と照らし合わせ，企

業内外の利害関係JiBfに「j意L|§かつ効果的な公｣:1Q，

非公式の財務諸表を提供することが企業会,ilの役

割であるから，この意味で会iilは一種のＩｉＩｉ報/１１旗

システムである。その情報システムより産'1|され

たＩｉＩｉ報は，企業の経済活動つまり購買，生艤，販

売所』IMIを一定の形式あるいは企業特ｲﾌﾞの形ｪCにお

いて表現し，経済'1'j報や財務｣lIIj報とよばれる。こ

うした怖報システムは道具としてのコンピュータに

基づく必然'性はない。数世紀前の組織にコンピュー

タは存在しなかったが，人的作業によってデータを

処理する情報システムは存在していたからである。

システムとは，｜;Ⅱ/Kに関連し彩騨をおよぼしあ

いながら全体をｲｶﾞ成する要素の集合と定義される。

このシステム概念を以Ｆにおいて徐々に具体化し

ていくことにしよう。最も基本的なシステムは，

3つの机ﾉｴ関連的な構成要素と機能をもつ。

たインプットを岐終利)Ⅱ行に示すことである｡た

とえば開示のための財務諦炎やさまざまな形式で

表現される1ﾉlilM1資料などがアウトプットである。

この３つのｊｉＭｘ的な構成要素にたいし，さらに

フィードバックおよびコントロールの機能が付力!｜

され！Ｉ］己監1M，現(|ルステムを内包する「サイ

バネティックシステム」とよばれるシステムが

lxl2である。

〔図２コ

環噛

Ｚｻﾞﾘﾂﾞ３－|コントロール←野ﾃﾞｶﾂｊｌ
ｌ 

コンＨロール コントロール

シダｉブールシグリ・ル

↓ 

→インプットト|プロセッシング|→|アウトプット|→

システム嫡界

他のシステム

ＩＩＩｉﾘｆ：０，BrieIぃＬＡ.，1Ｗ"age｝7uemlDl/bﾉ７７laZZoll

SvstG77zs:｡ヘｊＶａｍｇｅﾉﾌﾞα』ノZndUSGﾉ､Pe7･SPec-

L〔uｅ（IrwiI1,1990)，ｐ、１５．

このＩＸＩで各システムは真窄｢|】に存在するわけで

はなく，他のシステムを包含する環境のに|:'におい

てｲｱ在し，機能することがAJくされている。フィー

ドバックシグナルはインプットとアウトプットの

iiili動に関するＩｌＩｉ報である。それがコントロールシ

ステムに入り，コントロールシステムは変動する

lWU党やシステム全体の11棟を常に感知しながら情

ＩｌｉＭを各要素に返送することによってシステム全体

の均衡を保持しようとする。

Ｉｘｌ２の概念的なモデルをさらに具体化し，企業

システムⅢ情報システムとして視覚化したモデル

がlxl3で示される。

Ｉｘｌ３は、企堆システムと情報システムの相互関

係を示している。企業システムには，３つの構成

喫獺－インプット，プロセッシング，アウトプッ

トーを核とする物的生瀧システムが存在し，経

済資源としての労働,材料,機械，｜地,エネルギー

などが投入され,一連の処ILI1を経過し,製【Ｉ１ｌ１やサー

ビスという形で雌'１|される。Ｉ１１ｉ報システムもliil様

N図Ⅱ］

峻本システム

ｲﾝﾌﾟｯﾄ|→ﾌﾟ…ｼﾝｸﾞ|→|ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ 

インプットは，処理のためシステムに投入され

るものであり，原材料．データ，労働力等が貯え

られる。会計の場合は，佃々の取り|から発11Zする

さまざまなデータがインプットとなる。プロセッ

シングは，役人されたものがアウトプットとして

変換される一連の過程である。複式簿記，１%(Illi計

算，ＬＰおよびその他の統計的下法により経済取

引がアウトプットとしてまとめられていく過個；で

ある。アウトプットは一連の変換過程で処IlI1され
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〔図３〕

呵
平

出所：０，Ｂｒi〔)n,。P､ｃﾉﾑ，ｐ、１７

の織造をもち，物的生産システムを管理統|;IFする

ために，満データをインプットし岐終的にIi1iilillが

獲得される。企業システムは，物的催産システム

と情報システムの1,1j汗を包含するという観点から，

情報システムの上位システムとみなされうる。

1）ＥＤＰＳからＭＩＳへ：1950年代から197Ｃ

年代

おおよそ1940:(ｉｆ代中頃に邸』ｲEのコンピュータの

ｌｉ〔形が完成し，１，１i報職の1Mm|にともない企堆に情

報処理をＨ的とするコンピュータが導入され始め

た。システムとしてのインプット，プロセッシン

グ，アウトプットの雄本.ﾄﾞﾙ造に変化はないが，そ

れまで下`作業でﾘﾐ施できた内存を順次機械に代替

させ，コストIliiにおいてより効率的な情報処理を

膜索した時代であった。ＥＤＰＳの特徴は次の５

点にまとめられよう｡（２）

（１）オペレーショナルレベルにおけるデータ，

その保管，プロセッシングおよびデータの流

れに重点を''6tくこと。

②取引を効率よくプロセッシングすること。

③コンピュータを定期的に，最大限稼働する

こと。

④相互にlXI迎的な職務にたいする統合ファイ

ルを膠作成すること。

3．情報システムの展開

以上でIiIf報システムの内容が１１)|らかになったの

で，次にコンピュータに基づくｌｌＩｊ報システムの展

開をＩｘｌ４に7(}って説|ﾘ]していこう。

〔図４コ

嘘

換
期

コソピュー

夕に雑づか’
ない慨齪苧ＥＤＰＳ

'|艫〒鱈院
〉ＭＩＳ

システムの

時代

1950196(）１９７０１９８(）1990 
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⑤経営行に簡潔な報告聾を提供すること。

ｗｉ初はコンピュータにJI1iづいてIl1IiUIll取り|をi認識，

処理し，それらを記録し，筒iliな会ｉｆＩｉ;I算が'11能

であったに過ぎない。

呪ｲ12の企業では，規模の人小を問わず定１１t的数

値を取り扱う部署において，おおよそ｜斑述の意味

で11ＤＰ化は授透しているといえよう。このこと

は，商性能パソコンの普及とも関連しており，例

えば会計処jN1については内容的にもコスト的にも

充実したアプリケーションソフトが11j場に多数''１

回り高額な人瑠機をl脳入する必要がなくなった

からである。

1960年代から1970ｲ|ﾐ代はＭｌＳが台頭する。

ＥＤＩ〕Ｓ時代は，データレベルの処1111を'''心とし

たが，ＭｌＳではデータを評IIliした情報へと亜点

が移行する。その↑I'柵は主としてミドルマネジメ

ントの利111に供するものであった。Ｍｉｉ造的にlU11M：

なＩｌｊｉ報が，たとえばⅡｲ務ＭＩＳ，生瀧ＭｌＳ，マー

ケティングＭＩＳ，人ｌｌＦＭ１Ｓ等の;;１１１サブシステ

ム'''１で流れ,::'）データベースに｣,しづいて質問，Ｗｊｌ

告,11:が作成される。データベースとは，組織にお

けるユーザーのニーズをiiMiたすように論理的にトル

成されたデータの統合的な集まりである。蝋

１')ＤＰＳｌｌ$代，コンピュータを介しての各部'牒

間の交信は技術的制約より一般的でなかったが，

70ｲﾄﾞ代のＭＩＳにおいては普及した。ＭｌＳは，

依然Ｉｉｌｊ報の′lil鼈，データあるいはＮｉ報ファイルの

作成を志向していたという点で．Ｅ１)ＰＳより一

歩進んだ'１，'j報処理殿境をつくり|I)したといえるが，

それはＥＤＰＳ時代からのいわば鼠的な前進であ

り質的な変格をもたらすにはいたらなかったとい

えよう。コンピュータ技術の'１党しい発腱とＩｉＩ侠っ

て，機械で代替できるMH分は機)賊に処理させると

いう強い意搬が,」21)1.ｓからＭＩＳへの腿|)'１１を

促進したともいえるだろう。

よる代梼という枠を超えないユーザーの受動的利

川に過ぎず，企災のトップやミドルマネジメント

の問題解決を支援する情報システムとしての役割

は持ち合わせていなかった。しかしながら70ｲﾄﾞ代

に入り，従来とは全く異なるＤＳＳとよばれる情

報システムが登場した。

ｌ)ＳＳというllM念は，スコットモートンが箸習

のrl:lで仇)ⅡしたＭＤＳ（ManagemGntDocision
SvSLOms）という言葉がﾉ,L礎になっている｡`５１

ＤＳＳとは，コンピニータに内蔵されたデータや

分析モデルと直接対話しながら，過去にあまり経

験のない怠思決疋ｌｌＩｌ題を解決しようとするユーザー

を支援するシステムである。

しかしながらこれまでI)ＳＳにＩＲＩする文献が数

多く'１１版されＩ邑述のような定義は存ﾊｾﾞするものの，

まだ一般I[１１論のＩＭｉ１ｒはみていないようである。よっ

てここではＩ)ＳＳを説明するさいにたびたびｌｌ１い

られるＤＳＳのフレームワークを説明することに

しよう．スプレイグＪ１.．とカールソンは，このフ

レームワークを人きぐ２つの部分に分ける。さら

に第１の('1分では，ａ）技術レベル，ｂ）ＤＳＳ

の織築と利111におけるＨ１､１１片とその役割，ｃ）Ｄ

ＳＳの発峻的アプローチの３つに分類される｡（６）

第２のW|{分では，｜)ＳＳの炎行||的や能ﾉﾉを評価

する記述モデルが取り扱われる。

a）ＤＳＳ技術の３レベル(７

[図５〕

特定ＤＳＳ(アプリケーション）

／ 

ＤＳＳジェネレータ

2）ＭｌＳからＤＳＳへ：1970年代から1980年代

ＤＳＳトゥールこのＭｌＳからＤＳＳへと進腿するなかで''１i#Ｍ

システムに質的な転換が行なわれたのではないだ

ろうか。LDI)ＰＳにおいても:Ｖ１１Ｓにおいても，

それらの機能はデータあるいは儲報の記録，；I･卸，

保管等に限疋された。』,L/|x的には手作業の機械に

lx15で,｣<されるようにl)ＳＳは３つの技術レベ

ルが存ｲliする。1lii定ＤＳＳとは，意思決定行が胆

､Ｉ１する諸問題に対処できるようなハードウェアと

Hosei University Repository
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ソフトウェアが一体となった－航のアプリケーショ

ンソフトである｡(8)このアプリケーションは，デー

タや取引の処理，統計解析，マネジメントサイエ

ンスで利川されるアプリケーションとは質的に異

なっている。たとえば米国カリフォルニア州サン

ホゼ市の幣察で実験｢|<1に利11]されている巡IrTl地域

割当システムが１例である｡(9)l7il様の問題を，最

適配置問題としてＬＰで解いた場合と比1鮫すると，

特定ＤＳＳより得られた解の方が満足度は向いと

いう結果であった｡('0）

第２レベルのＤＳＳジェネレータとは，特定

ＤＳＳを迅速かつ容易に構築するためのハードウェ

アおよびソフトウェアのパッケージである｡('１’こ

れはＤＳＳトゥールをAfにして特定ＤＳＳを催築

するさいに)触媒のはたらきをするものである。

[叉|からも明らかなように，ＤＳＳトゥールから

ＤＳＳジェネレータを経由することなくi〔〔接特定

I)ＳＳを|;脳錐することも１０能である｡:M）ＤＳＳジェ

ネレータの｜例としては,たとえば後述するＥ１Ｓ，

ＧＡＤＳ(Geo(IaLaAnalysisandDisplaySysLem） 

などをあげることができよう。

第３のレベルのＤＳＳトゥールとは，ＤＳＳを

枇築するために必要な雌も基本的な技術レベルの

ことである｡(卿〕ハードliIiでは蘭解像度モニターや

コンピュータグラフィックの開発，ソフト1ｍでは

特殊目的言,藩やコンピュータとの対話式アプロー

チを支援するオペレーティングシステム等の開発

が近年盛んである。

以上３つのレベルを総称してその全体をＤＳＳ

とよぶ場合もあれば，特定ＤＳＳのみを指して

ＤＳＳとよぶこともあり見解は一致していない。

いずれにせよＤＳＳジェネレータを利川してアプ

リケーションを構築するほうがはるかに経済的で

あるといわれている。

〔図６］

特定ＤＳＳ

椅理者
(ユーザー）

〆

包

仲介者適
合
的
修
疋

ＤＳＳ 
ジェネレータ DSS構築薇

技術支援軒

トゥール

製造荷

ＤＳＳトゥール

スプレイグＪｒ・は各レベルの担当者を次のよう

に説W1する｡《'5）

管理背(ユーザー)は，ある問題に｢1L[ilhiし，何ら

かの行動をとり，その結果に貢任を有する意思決

定者である。すなわちこのレベルの具体的な問題

に取り細むユーザーが，奥突とコンピュータの接

点である。仲介者はユー･ザーを援助する者であ

る。単純な機械操作の手助けから，ユーザーに行

動この助言を与えうる実質的なスタッフアシスタ

ントとしての役割を果たす者までさまざまである。

ＤＳＳ術築者は，ユーザーや(''１介者がiiLI接接触

する特定l)ＳＳＷ$築のために，ＤＳＳジェネレー

タの諸能力を組み合わせる。したがってＤＳＳ機

築省は，意思決定ｌｉｉ題領域とＩｌｌｉ報システム技術の

双方にまたがって知識を有していなければならな

い。その意味でＤＳＳ構築者はトゥール製造者と

ユーザーの'|]間的/｣ﾆｲﾋﾞである。

技術支援者は，ＤＳＳジェネレータの付属部分

として必要な情報システムの能力や要素を追加的

に開発する。たとえばデータベース，分析モデル，

ディスプレイ等に関する新技術を開発，発展させ

る役割を担っている。

トゥール製造ｺﾞ荷は，新しい」ｉｆ礎技術，言語，

ハードウェア，ソフトウェア等を開発し，サブシ

ステム'１Mの結合の効率③性を向上させることを｢Ｉ的

とする。

ここで注意すべきは，必ずしも１人の人間が1

つの役割を分担する必要はないということである。

たとえば１人がユーザーと仲介者あるいはＤＳＳ

橘築者と技術支援行およびトゥール製造者等を

ｂ）ＤＳＳの構築と利用における担当者とそ

の役割

３つの技術レベルは，適切な胆､'1者によりそれ

ぞれ分担される｡uｌｊ
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兼務することもありえよう。笈は，問題の性質．

人ﾙlの性質，技術の奔易さによってそれぞれの分

拠が決定されうるということである。またユーザー

はもちろんのこと，Ｉ)ＳＳ櫛築背はＩｌＩｊ報を〔!』:'１１酌

に扱う部署にI11id置されるのではなく，ノ|H産，販売，

鱗ZX，人事，財務といったそれぞれの職務領域に

lWdllifされる。トゥール製造行は，ハードウェアや

ソフトウェア提供会M:において孫)Ⅱされることが

多いため，ＤＳＳのプロセスとＥＤＰＳやＭＩＳ部

門との関係は希薄になる傾lnjがある。

ｃ）ＤＳＳの発展的アプローチ

あるシステムが発峻する場合．分析。デザイン，

構簗，実行の４ステップを総る゜ＤＳＳにおいて，

これらはIlJil別に独ｖ:したステップではなく、全体

が］つのステップとして捉えられる。ユーザーと

ＤＳＳ構築群が，試行鮒誤を繰り返しながら'11対

的に安定したシステムをつくり出していく。ｌｘ１６

より理解できるように，特定ＤＳＳ（アプリケー

ション）はユーザーにたいし，問題をどのように

処H1』するかという能力や柔恢性を示す。時ⅡMの経

過とともに，タスク，環境，ユーザーの行動に変

化が/'２じれば，ＤＳＳ構築芥の援助を受けてlli繊

築されたＤＳＳジェネレータを通じて，変化にす

ばやく適合していくＤＳＳでなければならない。

したがって従来，システムのデザインに携わった

ことのないような街I1U者でも，ＤＳＳにおいては

重要な役割を果たし継続的にシステムを児''’1す

ことになろう。当然のことながら，-11Vi長いタイ

ムスパンを考えると特定ＤＳＳ，ＤＳＳジェネレー

タの基礎となるＤＳＳトゥールは，こうした変化

に対応するためにiiIﾘi次進歩するであろう。

現場管理者にいたるまで，マネジメントレベ

ルに関係なく，複雑かつ難解な問題に対応す

る人々すべてを支援しなければならない。ま

たMj分的なlMl題を扱う複数の管理者の意思決

定が統合，調整されなければならない。

③他から独}Zした意思決定ばかりでなく相亙

依存的意思決定をも支援すべきである。ＤＳ

Ｓは，グループ決定もしくはある部分を順濡

に複数の人々が行なう意思決定を調整しなけ

ればならない。

④怠思決定プロセスのあらゆる局､iを支援す

べきである。意思決定プロセスにおける一連

の|(報収集．デザイン，選択，実行のすべて

のｌ１１ｊｌＩ１ｉをも支援しなければならない。たとえ

ばＥＤＰやＭＩＳはlIIi報収集活動を，ＭＳや

ＯＲは選択活動といったﾙﾘｶﾞﾘ的局面に貢献す

るが，全体の意思決定プロセスを支援するに

いたっていない（旧く'７参照)｡('7）

〔図７〕

､意思決定の局面

１
１
 

Ｍ［Ｓ 

ＥＤl〕
楕報1Ｍｋ￣ 

デーザイン

ＤＳＳ 

し

Ｓ
Ｒ
 

Ｍ
Ｏ
 

選択

実行一泊

・ＤＳＳの実行目的

轡111』者の観点からみたＤＳＳの実行|｜的をスプ

レイグＪ１．．は次のように述べている｡《１６》

①非W'1i造的あるいは1〈|;,W造的な意思決定''１１題

の解決を支援すべきである。従来のＥＤＰ、

ＭＩＳ，ＭＳ（マネジメントサイエンス），ＯＲ

からはこうした意思決定の型にﾌﾟこいし，ほと

んど支援を得ることはできない。

②あらゆるレベルの管IWfが行なう意思決定

を支援すべきである。トップマネジメントから

⑤多様な形の意思iijRjjニプロセスを支援すべきで

あり,特定の1つのプロセスに限定されるべき

でない。'又１７は，広く受け入れられているサイ

モンの意思決定プロセスモデルであるが，この

モデルのみを対象にしてはならない。ＤＳＳは

さまざまな,認知スタイルに適合するものであ

り、プロセスに規定されるのではない。

⑥ｌ)ＳＳは，ユーザーが簡単に扱えるもので

なければならない。ＤＳＳユーザーと人規椣

なﾙ１１職支援を要した伝統的情報システムのユー
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ザーをくらべると，前背の方が，システム利川の

繁雑性は低く〔jlII度は,厨い゜

〔図９〕

データサブシステム

外部のデータ源
・ＤＳＳの技術能力

ここでは，ＤＳＳが具体的にどのような継造を

有し，どのようなことが実行されるのかをみてみ

よう。まずＤＳＳの全体職造はｌｘＩ８で,｣《される｡.】8】

(継済データ）

ファイナンス
定支援

ベース

マーケティング

〔図８〕
人 １１( 

ＤＳＳ 
（ 

製造

Ｉ 

＿」－

>□て ||ヨ
他の内部

データillii
ＭＥＭＳ 

･ＴｒｌｌＩＬ検索

Ｉ 
、ＣＭＳ

データベース

データベースそのものは，従来のシステムにお

いても利Ⅲされていたので，ここではＤＳＳのデー

タベースと主としてどのような点が異なるのかを

,洲|ﾘＩしよう。まず第１に，ＤＳＳデータベースには，

；１１織内部より収集されたデータばかりでなく，外

MlBのデータもあわせて蓄積される。トップレベルの

意思決定問題を考慮するとき，取り|に直接関連し

ないデータや非Ⅱ」･務データ等の定性的データにつ

いても，定職的データに加えて補充される必要が

ある｡現在では，通信技術の発達により外部デー

タを、i(|:|ﾉlに保ｲIする必要性は全くない。必要な

ときにコストを支払って,情報提供会社のデータ

ベースにアクセスし，入手するほうが経済的であ

る場合も多い。

第２に，組織内１１１，外部のデータを捕捉，ｊＩｌｌＩｌ}，

エントリーし，またＤＢＭＳを迦して「ＤＳＳデー

タベース」が新しく榊築される。ＤＳＳデータベー

スは，ハード而での追加を要求しない。非樅造的

な`瞳思決定問題にたいし柔''次にデータを提供でき

るように元のデータベースを再編成したものであ

り，物HI1'''０にはIWi助記１億装擶内のディスクのある

領域をｌ部分占めるに過ぎないであろう｡

ＤＢＭＳｉＭＢＭＳ 

ソフトウェア

シズ側テム、ＧＭＳ

コンピュータ

1 環境タスク

ユーザー

ＤＳＳは．データベース，モデルベース，ソフ

トウェアシステムおよびコンピュータを唯本的な

要素として内蔵する。ソフトウェアシステムは，

ＤＢＭＳ（DaLabaseManagemel1tSofいvareol、

System）とＭＢＭＳ（ModelBaseManagemen［

SofLwareorSystem）およびＤＧＭＳ（Dialoguo

Gencrationan(IManagcmenLSofLwa1℃）の３%|ｊ

分から構成される。以「にそれぞれのサブシステ

ムを解説しよう。

・データサブシステムについて

データベースの管理迎営方法については，昨今

の急速な』情報技術とくにハード[(liの進歩によりそ

の内容がますます拡充，整備されてきた｡(１９）ｌＸ１９

において，|又'８のデータサブシステム（データベー

ス）の各構成要素が明示されている｡(鋤

・モデルサブ・システムについて

図10は、図８のモデルベースの|層僻成要素を明示

データ

杣’１１

楠捉

エントリー

機能

･生成,創造,再柵成

･更新

･質1M１，.検索

ＤＧＭＳ 

１ＭＢＭＳ 

意思決定支援

データベース
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[図10121 〔図11ｺ

モデルサブシステム
ユーザーシステムインターフェース

計 ﾙ’ 戦略モテ

ＤＳＳ 
＞ 

Ｉ 

戦術モデルデータベース

〆
操作モデル＞ 

／ 、

．／′ 
・機能

mMSl:雛鰐ｽ更新
ｉ・演算,利用

ＤＧＭＳ 

ﾓﾃﾞﾙﾈﾙ蕊ブロック

サブルーティン

アクション

ーニ；J［
【』ＩｒｒＵ

プレゼンテー

ション言語

知識ベース

的に炎わしたものである。これによると，モデル

ベースは戦略モデル，戦術モデル，操作モデル，

モデル構築111ブロックやサブルーティンの４Ｗi類

のモデルをｲIする。ユーザーとの対話によって，

どの種類のモデルが使用されるべきか判断される。

モデルサブシステムの技術的能力をスプレイグ

Jr・にしたがってまとめると次のとおりである｡煙）

①新しいモデルを迅速かつ容易に椛築するこ

とができる。

②あらゆるマネジメントレベルを支援する幅

広いモデル群を|ﾉl蔵し，維持管理することが

できる。

③データベースを通じて，諸モデルを適切に

関連付けることができる。

④モデル構築ブロックにアクセスし，統合す

ることができる。

⑤ＭＢＭＳもＤＢＭＳとliil様に管理':il能である。

（たとえば，モデルの保管，カタログ，結合，

モデルへのアクセスのメカニズム）

以上よりl)ＳＳモデルベースは，データベース

とほぼ同様の構造をもっているといえよう。モデ

ルを一種のデータとみなし，｜剃山にモデルの創造，

変換，更新，1111出等が'〔I能となる。

は既述したとおりだが，岐大のＷ1違点はこのユー

ザーシステムインターフェースであるといえよう。

(図11参Ⅱ<()(鰯）

アクション言語とは，ユーザーがキーボード，

タッチパネル，斉声命令，ジョイスティックなど

を利川してシステムに働きかけることをいう．プ

レゼンテーション言語はディスプレイ言語と《ぅよ

ばれ，文字，ラインプリンター，グラフィックディ

スプレイ，プロッター音)肘出力等のユーザーが知

覚するものである。知識ベースとは，ユーザー側

で知っておくべきことである。たとえば，ユーザー

自身が記憶していること，レファレンスカード，

インストラクションシート，ユーザー川マニュア

ル，一連のヘルプコマンド等である。こうしたユー

ザーシステムインターフェースに求められる能力

は次のようなことである｡⑫I）

①さまざまな対.話形式を扱うことができる｡

しかもユーザーがＦ１'１１に対話形式を選択する

ことができる。

②さまざまな伝達媒体を利11|するユーザーの

行為に適応することができる。

③データをさまざまな形式や伝達媒体で表現

することができる。

④ユーザーの知識ベースにたいし弾力的な支

援を与えることができる。

このようにＤＳＳでは，ユーザーが臨機応変に

データやモデルを処理，変換することができる。

・ユーザーシステムインターフェースについて

ＤＳＳが，従来のシステムとデータサブシステ

ム，モデルサブシステムの点において異なること
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ユーザーのニーズは前もって[ﾘ|脈に規定される必

要はなく，ＤＳＳとの対話のなかで変化していく

可能↓FlHを残している。そのことが,ユーザーのニー

ズや||的を前もってlﾘl1illiにし、それらに対応して

いくことを課題としたＥＤＩ)ＳやＭＩＳとの質的

な'11連といえるのではないだろうか｡:麹

たデータのインプリケーションが強調されるｃ

⑤緊忽に決Wiが「される意思決定にたいし，

迅速に情報が提供されるようデザインされる。

すなわちタイムリー情報がＥＩＳの重要な属

性の１つである。

⑥ユーザーにとって，非常に取り扱い易いシ

ステムである。したがってユーザーはTlj1llに

さいし，ほとんどトレーニングを必要としな

い。トップマネジメントとコンピュータの間

にシステムを操作する(''１介街がはいるときで

も，その仲介者はコンピュータの専門家であ

る必喫はなく，トップのアシスタントでよい。

⑦ド|:風や組織としての懲忠決定の方針に沿う

ようにデザインされている。

⑧蚊WTの情報にすばやくアクセスできる。

⑨文議数Ｉｌｉｌｉ，グラフに関する詳細な,'１『報に

すばやくアクセスできる。情報はトップダウ

ン方式で購成されている。

⑩愈愛なデータを濾過し,圧縮し､追跡できる。

⑪オンラインデータベース，’ulr計，株式,１J場

や金lWII(機関の報告書‘他の情報提供者からは

いるiill紙環境に関するデータ（競争者，顧客，

産兆，’'７場，政府，世界情勢）を広範にｲｌｌｌ１］

する。

ＩＴＩＳの|;附造はlxll2のとおりである｡(鰯）

3）ＤＳＳからＥｌＳＥＳへ：1980年代から

1990年へ

・ＥｌＳ

ＤＳＳは，あらゆるマネジメントレベルの意All

決定問題を対象とするシステムであるが,ＥＩＳ

はとくにトップマネジメントの戦略的問題および

それに附|随する問題を追跡することに限雄したシ

ステムである。ターバン，シェファーはＥＩＳを

次のように定義している｡(灘）

①｜､ツプマネジメントの'llIj報ニーズに応える

べくデザインされている。

②１旨としてトラッキングとコントロールのた

めに利１１１される。

③経営満それぞれの意思決定スタイルに合致

する。

④．優れたグラフィック能力を有し，情報がＩＸｌ

ＷＩｉでいく辺りにも表現される。また表現され

[図12〕

[２１ｓのiWijfi

己
／ 

／＞ 

庶乞！

外部

データベースＥｌＳ 

ソフトウニア

、
戦略的

１，１j報ディ

スフ･レイ

トップ

マネジメント

￣ 

' 

ＤＢＭＳ 

ソフトウェア 86オペレーション

灸三三三證 データベース

コミュニケーション

ソフトウェア

胖部用ワークステーション

□ 
特別

マネジメント

データベース
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ＥＩＳの構造は，先に図８で示したＤＳＳと

ほとんど同じである。トップ゜マネジメント（ユー

ザー）が，ワークステーションを使い戦略的情報

を要求する。ＤＳＳにおいてもＥＩＳにおいても

共にユーザーが扱いやすいシステムを念頭におい

ている。ＥＩＳソフトウェアは，ＤＳＳのＭＢＭＳ

に相当するものである。内部オペレーションデー

タベースおよび特別マネジメントデータベースは，

主としてサーバーあるいはメインフレームに保管

され，外部データベースやトップマネジメントが

使用するワークステーションはそれぞれ迦偏回線

で接続されている。このようにネットワーク関係

を結ぶならば，たとえばトップマネジメントが遠

隔地にあっても問題は生じないし，外部データベー

スについても必要なときに必要な分だけアクセス

すればよいことになる。

以上のように，ＥＩＳはＤＳＳと構造上ほぼ同

じであり，広銭においてＤＳＳの１種の応川とい

うことができよう。しかし現段階でＤＳＳとの相

違をあえて述べるとすれば，ＥＩＳの強調点は計

画にたいする業績を追跡し，トップマネジメント

に企業内外の駆要な111来事を継続的に察知させる

ための自動トラッキングシステムであるという

ことである(鯛)｡

.ＥＳ 

ＥＳは、ＡＩ（ArtificialInLo11igence）の発達

とともに可能になりつつある応111システムの１つ

である。ルコーニ，マロネ，スコットモートンに

よれば，ＥＳとは，複雑な問題を適切に処理する

ために，専門化された記号推論を利用するコン

ピュータプログラムのことである｡(”）さまざまな

分野における専門家の知識をコンピュータに移植

し，専門家としての役割を人間にかわってコン

ピュータに代替させようとするものである。ＥＳ

がＤＳＳと基本的に異なる点は，ＤＳＳのデータ

ベースおよびモデルベースに知識ベースを加える

ことにある。これによってＥＳは，人間が行なう

のとほぼliFil様の推論を実行し，特殊な限定された

領域（たとえば，航空会社，クレジットカード会

社，金融機関，雌療，製造業等）の問鼬にたいし

専ｌｊｌｌ家としての解や助言を示唆することができる。

しかもＥＳでは，iLliに般終解を示すばかりでなく，

そこに致る推論過程があたかも専門家と相談し助

言をえているかのような形式で示される。ＥＳの

織造は図13で示される｡(鋤）

〔図13〕

ＥＳ 

厨専門家

の助吉

推論

エンジン

プログラム

ユーザ

ユーザー インターフェース

ﾌﾟログラム

灸三二三、 Ｕ】

ワークステーション

I 

知識

エンジニァ

リﾝグ

専門家／

知識エン

ジニア

知識独得

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

塗圭至当
ワークステーション

ユーザー

インターフェース

プログラム
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まず，ある特定分野の知識，経験，技術を遇ｌｆｉ

に行する専門家より，知識エンジニアの助力を得

て知識独得プログラムにより，知織ベースにｊｌｉ実

とルールが蓄積される。推論エンジンは，人間が

問題と取り組むさいに)1]いる推論方法である。そ

してＥＩＳのユーザーインターフェースと同様に,’

より理解しやすい形式でワークステーション，パ

ソコン，端>k等から推論の説1ﾘ]や助言がアウトプッ

トされる。

ここでＤＳＳとの相違点を明らかにしておこう。

ターバン，ワトキンスは次のように指摘する｡躯I》

鵬性

Ｆ１的

鷲れがiMlI9(意l圏Ｍｊ症)するか

主たる方針

主たる質問樹

支援の性質

データの操作方法

問題頒域の特徴

扱われる問題の型

データベースの内蒋

推論能力

説明龍力

ＤＳＳ ＥＳ 

助言者の役割

システム

専門知識の移転(人間一機械一人間)および助言

機械が人間に質問

個人，グループ

記〉；

狭い領域

反復的

手続および実際の知識

あり，あるいは限られている

あり

人間の意思決定を支援する

人間とシステムあるいはそのどちらか一万

意思決定

人間が機械に質問

個人，グループ，組織

数価

複雑，広範

アドホック，ユニーク

実際のｸill1搬

なし

限られている

このように，ＥＳは推論能力や,3tlﾘ1能力を(jす

るという点で，ＡＩを麟礎に発展してきた。その

意味でＤＰの発展形態としてのＤＳＳとは源流を

異にするといえよう。しかし長jU]にわたって各シ

ステムが独立したものであれば，コスト面で不経

済になる'１J能性が生じるので，将来的には統合の

方向へ向かうことになるだろう。コンピュータ情

報システムの１つの進化過程はlX1I4のように示さ

れよう。(⑬

鮫終的にはＥＳＳ（ExpertS11pporLSvsLoms)，

EＤＳＳ（ExpertDecisionSupportSystoms)， 

GＤＳＳ（GroupDecisionSupportSystems）と

いう形で発展的に統合される可能性を残して

いる。

・ＳｌＳ

ＳＩＳとはⅧ１１織が単略的'-1的を達成できるよ

うな競争力ある製品やサービスをつくりだすため

の情報システムの1つである｡(麹）ＳＩＳにおいて

情報システムは，他の購買，製造，販売，財務，

マーケティングlliljlI1等とならぶ重要な部署として

位iii3付けられ，従来の支援的立場のみならず，

戦略的目的を達成するために直接的能動的役割を

果たさなければならない部門となる。企業が直面

するⅢi格競争，製品差別化，経営革新等にたいし

常にｲ丁効な情報を開発し提勵供する。そうした目的

を達成するための道具として，オフィスオート

メーション，ＣＡＤ（Computor-aidedDesign)，

ＣＡＭ(Computer-aidedManufacturing)，ＥＤＩ 

(ElectronicDaLalnterchange）等が利用される。

ＳＩＳの技術的柵造は他と同様，コンピュータに

熱づいた情報システムであるが，オブリエンは，

[図14〕

コンピュータＷｉ報システムの腱開

ＤＰ Ａ［ 

ＥＤＰＳ 

ＡＩＳ 

ＭＩＳ 

ＤＳＳ ＥＳ 

、R吃／
ｓＩｓＭｓｓｌ:|}菫
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他の情報システムとの位置僕}係を図l5のように炎

わしている｡いり

作成，経憐分析，ＤＳＳ，ＥＳ等さまざまなアプ

リケーションソフトが｢'7場にｌｊｌｎっている。

経徴盗源としてヒト、モノ，カネに情報が追加

され，人11;，生旅，販売，財務部''１１以外に情報管

理帝やIiIj報部ｌ１１ｊがとみに注[1されるようになった。

情報資源を有効に利１１]することの腫要性が強く認

搬されているからにほかならない。変化への迅速

な適応が求められる企業の側でも、情報システム

の絶えざる変１１〔を求められることになるだろう。

しかし忘れてならないのは，コンピュータ情報

システムがどのように進歩しようとも，人間をrli

心に|＃}えた|)M苑ﾂ｢学が常に要求されているという

ことである。ＥＳＳにしてもＳｌＳにしても，そ

れらは企業にとってあるいは人Iljjにとって非常に

lE喪であることに間違いはないが，一方でそれら

はあくまで従たる道具であるという認識をもつこ

とが，Ｉ１Ｉｊ報システムの腿ＩｊＭに不可欠である。

[図１５コ

情報システムの分類

lI1j服システム

エンドユーザー

経営機能

情鞠システム
ＳｌＳ ｺンピューティング ＥＳ 

システム

戦IMI[:Ｉ的の支擾経営機能の支援｜随時処理専imljOllMI局

この分麺では，オペレーショナルおよびマネジ

メントレベルのユーザーに供する情報システムは，

エンドユーザーコンピニーティングシステムであ

る。ＤＳＳ，ＥＩＳおよびＭＩＳの１部分がこれに

対応しよう。企業の),(本的活助を支援するものは，

経営機能情報システムでありＭＩＳがこれに対応

しよう。

こうした懲味でＳＩＳは．統合的'Il1jWiシステム

というよりは，戦略目的支援のための１つのサブ

１，ｆ報システムとみることができよう。

〔註〕

（１）AmericallAccounlingAss〔〕ciaLion(Ａ､Ａ・

人,），ＣｏｍｍｉｔＬｅｅＬｏＰ1℃par(）aSLatementof

BasicAcc()unlingTheorv､ＡＳｔｕ(ｅＪ７１ｅｎｚｑ/ 

Ｂａｓｊ(,ACcol"M〔ＪＬｇ'１１７１F｡ノッ，（八.Ａ､Ａ・’1966)，ｐ、

６４．（飯野利夫訳『アメリカ会計学会基礎的会計

理論』国元'１１:雁、1969+12,92頁)。

（２）ＲａｌｐｈｌｌＳｐｒａｇｕｅ，Ｊｒ.，“AFrameWork 

fortlleDevClopmenLo「DecisionSupportSvs-

LcInS''，ｉｎＲａｌｐ１ＩＩＬＳＩ〕ragIlG，血．３１１(ＩＨｕｇｈ

Ｊ､Watson(eds),DecZsio几Ｓｔ叩po7、ZSystems：

Z｡(しIMLﾉｌｇＴﾉiGo)TyiJZLoP7actfCG,２ｎｄｅ〔Ｌ（Engle‐

woodCliffs,ＮＪ：Ｐ1℃nLiceHnIl,1989).ｐｐ､１１－ 

１２． 

（３）たとえば次の文献を参照されたい。StGphen

A，ＭｏｓｃｏｖｏａｎｄＭａｒｋＧ､Ｓｉｍｋｉｎ，Accouz几ｔｍｇ

Ｉｍ八〕７ｍｑＬｉｏｍＩ;b1sLer几ｓ：ColucG/DLSα'1Qiﾉｺ'ｗLice

/blMj1/mgcLiL'ＦＤ“isio'1ハmjhli71g,３ｒｄｅｄ．（Ｎｅｗ

Ｙｏｌ.ｋ：JohnWiley＆Sons,1987)，ｐｐ､４－６． 

ＢａｌＴｙ１Ｄ．Ｃｕｓｈｉｎｇａ】1ｄＭａｒｓｈａｌｌＢ、Ｒｏｌｎｎｅｙ１

Ａｃｃｏｕ７ＬＺｍｇノ71/bl771Q6io7z5blsLG'７２ｓα"ｄＢｕ`si‐

ノIGssO'君ａｎにaLjoJ1,dLhed．（Addison-WeslGy

Pul)lishingCompany、Inc.，1987)，ｐｐ、６６］－

８４４ 

４．むすびにかえて

以上，コンピュータに触づく情報システムの腿

開を検討してきたＣＩＭ別の情ililiシステムに関する

詳細な議論は別稿にゆずるとして，ここではコン

ピュータに1,Lづく情報システムがＥＤＰＳから}|｝

発し，取引の記録，演算，保管等の観点からＭＩ

Ｓで集大成され，1980年代以降ＤＳＳのＩｌＩ現によっ

てｌ１Ｉｊ報システムに蘭的転換が髄じたことを明らか

にした。すなわち，定姻的｢ｌｉｉｌ題の処理から非疋IPI

的|M1翅への対応の質的変化である。しかし7〔)ｲﾄﾞ代

でＭＩＳが，８０年代でＤＳＳが終篇したという意

味ではない。諸システムは’'１１<)別にfll1l1され，今

後の情報技術の進展とともに，ますます整備拡充

されていくことになろう。

会i汁処理においても，パソコンレベルでのⅡ訳

はもちろんのこと，財務諸表や管理会計資料の

li1i服システム

経営機能

|瀞システム

＿｜ 

眺厩IiiPI可Z1皀
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なるのであるＣＭＩＳの失敗については，たとえ

ば次の文献を参照されたい。

ＪｏｈｎＤｅａｒｄｅｎ，“ＭｉｓｉｓＭｉｒａｇｅ”，Ｈａｒじard

BuusjrBess凡euim(ノ（January-Februaryl972)，

ｐｐ、90-99．

Rllssel]L・Ackoff"ManagemcI1tMisinfor-

mationSvstcms'，，ＭａＪ１ｃｇｅ'７Te"ｔＳｔｉｅｎｃｅ 

（Decemberl967)，ｐｐ、147-156．加犠，前掲書，

37-40頁。

(26）EfraimTurbanandDolmaMSchaer(er， 

“ＡＣｏｍｐａｒｉｓｏｎｏｆＥｘｅｃｕＬｉｖｅ］、(・ormation

Svstems，ＤＳＳａｎｄＭａｎａｇｅｍｅｎｔＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ 

Ｓｖstems''，ｉｎＲａｌｐｈＨ、Sprague，Ｊｒ・ａｎｄｂｊ 

ＨｕｇｈＪ・Watsol1（eds），Decisio'RSUpport

SysZems：PuZtZ"ｇＴｈｃｗＤﾉi"ｔｏPractice，２ｎｄ 

ｅｄ．（EnglewoodCliffs，ＮＪ：PrenticeHall， 

1989)，pp289-290． 

(27）０，Brien,ｏｐ・Cit.，ｐ、308．

(28）ＤＳＳやＥ［Ｓは，ｌｉ１１報技術の発迷にともない

その内容も当然変化するであろう。現段階におい

ても，ＥＩＳとＤＳＳの相違に関してさまざまな議

論がみられる。cfTurbanandSchaeffer，ｏｐ・

ｃｉＬ，ｐｐ、294-297．

(29）ＦｒｅｄＬ・Luconi，ＴｈｏｍａｓＷハIaloneand

MichaelS・ScottMorton，“ExpertSvstems：

ＴｈＧＮｅｘＩＣｈａｌｌｅｎｇｅｆｏｒＭａｎａｇｅｒｓ,',ｉｎＲａ]ｐｈ 

Ｈ・Sprague，Ｊｒ・ａｎｄＨｕｇｈＪ・Watson（eds)．

DecjSio'LShqDpo'･ｔＳｙｓｔｅｍｓ：ntZingTheoDノ

ｊｎｔｏＰ『ααice,２ｎｄｅｄ.（EnglewoodCliffsNJ：

PrenLiceHalL1989)，ｐ､322． 

(30）０，Brien，ｏｐ､Cit.，ｐ､368． 

(31）EfraimTurbanandPaulWatkins，“ｌＬ 

ｔｅｇｒａｔｉｎｇＥｘｐｅｒｔＳｖｓｔｅｍｓａｎｄＤｅcision 

SupportSystems,”ＡｆＩＳＱ皿arte,.【>,（June

l986)，ｐ123． 

(32）ルコーニマロネ，スコットモートンの発展

図に，他の情報システムの発展の可能性を加えた。

ｃｆＬｕｃｏｎｉ，ＭａｌｏｎｅａｎｄＳｃｏｔｔＭｏｒｔｏｎ，。p・

ｃｊＬｊｐ３３１． 

(33）ＳＩＳについては，たとえば次の文献を参照

されたい。

CharlesWiseman，SZraZegicm/brmution 

ｓｂﾉsZems（Ｈｏｍｅwood,ＩｌＬ：Irwin’1988)．（土

拙稿「会計情報システムの現状」『絲営志林ｊＶｏ１．

２５，No.1,62-64頁。

（４）ＪａｍｅｓＡ．Ｏ,Brien，Ｍα"αgemc"Ｚノ､/br-

mqtjonSvslPms：ＡＭａｍＪｇＰ冗皿ｌＥ"ｄＵｓｃｒ

Ｐｅ｢SppaiFe（IIomewood，１１１．：Ｉｒｗｉｎ,１９９０）， 

ｐ、２５０．

（５）MSScottMorton，MQnagPmenZDeci‐ 

sjonSysZems：Ｃｏｍｐ【utP'･BasedSuPpol･Z/br

Dccjsiol2mahj几９（Cambridge，Mass．：Ｈａｌ･‐

vardUniversity’1971） 

（６）Spraguc，Ｊｒ.，ｏｐ・Cit.，ｐｐ、１４－１５．

（７）Ｉbid.，ｐ１７． 

（８）めれ.，ｐ15.

（９）J6kf，ｐ、１５．

(10）Ibjd.，ｐ」5．

(11）化id.，ｐ、１５．

(12）ＤＳＳジェネレータの内容および利用状Jldにつ

いては次の文献を参照されたい。１１１１篭豊「筒理会

ｉｌ･研究の系譜一計戯的意思決定モデルから意思決

定支援システムヘー」税務経理協会，1989年，

145-172頁。

(13）Sprague,Ｊｒ.，ｏｐ・Cit.，ｐ、１６．

(ﾙＩ）ルjd.，ｐ１７．

(15）ノbjd.，ｐ､18.また，各技術レベルの担当者に

IRIする説明も大部分スプレイグＪｒ・の説明を参考

にしている。

(16）ル〔｡.，ｐｐ２１－２３．

(17）ノbid.，ｐ､２３．

(18）必〔｡.，ｐ,２４．

(19）データベースの管理については，次の文献を

参照されたい。

ＦｒｅｄＲ・ＭｃＦａｄｄｅＩＩａｎｄＪｅｆｆｒｅｙＡ、IIoffel.，

ＤＱｔａｂｎｓｅＭ〔ｍｑｇｅｍｃ７ＪＺ（RedwoodCity，

Calｉｆ:TheBenjamin／CummingsPublishing 

Company，Inc.，1991)． 

(20）Sprague,士.，ｏｐ・Cit.，ｐ､２５．

(21）乃泓，ｐ２６．

(22）Ｉbid.，ｐ､２７． 

(23）Lid.，ｐ２７． 

(24）１６ｔ｡.，ｐ２８． 

(25）もちろん，ＭＩＳ時代にも，コンピュータに意

思決定を代替させる等の技術上の制約を上回る要

求があった。そのことが「ＭＩＳの失敗」の契機と
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屋守章，辻新六訳『戦略的情報システムー競争戦

略の武器としての情報技術』ダイヤモンド社，

1989年)。

(34）０，Brien,ｏｐ・ｃｊＬ，ｐ､３６．

ぶエキスパートシステム機築法」啓学出版．

1989年)。

Senn，ＪａｍｅｓＡ.，Ａ"Ｑｂｓｉｓα'zdDesig'ｕＱ／ 

ノ､/brnmtionS)'sZems,２ｎｄｅｄ.(ＭｃＧｒａｗ－

ＨｉｌＬＩｎｃ.，1989)． 

,橋本義一，吉川武ﾘｊｒ意思決定のための会計情報

システムーＤＳＳ／エキスパート・システム／

監査手法」日本規格協会，1988年。

llIj111安弘「ＤＳＳ会計の理論と実際〔新版〕」東京経

済情報出版，1990年。
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Zio几Ｓｂ'sZems，２ｎｄｅｄ．（Gleznview，ＩｌＬ：

Scott,ForesmanandCompany，1988)． 

Gibson，ＣｙｒｕｓＦ・ａｎｄＲｉｃｈａｒｄＬＮｏｌａｌ１，

“ＭａｎａｇｉｎｇｔｈｅｒｏｕｒｓｔａｇｅｓｏｆＥＤＰ 

ｇｒｏｗｔｈ,,，Ｈｍｕα｢dBusmessReuicuノ

（January-Februaryl974)，ｐｐ７６－８８・

Hicks，ＲｉｃｈａｒｄａｎｄＲｏｎａｌｄＬｅｅ，ＶＰ－Ｅ;h:‐ 

perZ/b′BusinessAppJicaZion（Oakland， 

Calif.：Holden-Day,Inc.，1988)． 

Murdick，RobertG.，ThomasCFuller，Ｊｏｅｌ 
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